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た。ここでいう保守化とは、イスラームの道徳観を強調してそれに逸脱する行為や事柄への取締りを政府などに求め、他宗教への不寛容な態度が強まる と ある。このうち、ときに暴力 使用を伴強硬な態度をとる勢力を急進派と呼ぶ。最も象徴的 宗教政策は、二〇〇八年に成立した反ポルノ法とアフマディヤ活動制限決定である。　
反ポルノ法をめぐっては、民主
化後の道徳の荒廃を憂う推進派と、表現の自由への侵害を危惧する反対派双方が世論を喚起した。また頻発するアフマディヤ（後述） 、一部のキリスト教徒やシー 派など宗教的少数 に対する襲撃事件に有効な解決策が講じられるこはなく、攻撃された宗教的少数派はしばしば難民化した。二〇一一年二月には一〇〇〇人以上の群衆
●二つのイメージ　
ユドヨノ大統領は任期中を通し



































く大統領諮問 議委員の人権活動家アドナン・バユン・ナステ オンはアフマディヤに対する政府決定が準備されていること 知って、ワヒド元大統領をはじめとする宗教指導者やリベラルな知識人らと
ともに、 「われわれのインドネシアを守ろう」と呼びかける新聞広告を掲載した。ナスティオンはユドヨノ大統領に直談判して、アフマディヤの禁止は憲法の規定する信仰の自由に違反すると主張 た。大統領はナスティオンに担当三閣僚との面会を指示したものの、自ら決定の阻止には動かなかった。　
アフマディヤの活動制限を規定


































マンは早々にムスリムに冷静な行動を呼びかけ、ジョコウィも続いた。大統領 二週間後のＮＵ大会の開会演説でも、本件を教訓とし、多宗教間の対話と寛容さを高めることを求め ユドヨノ政権 比較して、 問題に積極的に取り組む姿勢をみせている。　
宗教省は人権活動家などの意見



















o. 78, 7 July 2008.
②
 見市建『新興大国インドネシアの宗教市場と政治』ＮＴＴ出版、二〇一四年。
